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発言の要旨 

１ 多機能複合型スタジアムの財源確保問題について 

(1)「オール鹿児島」での財源確保に係る関係者との話合いの現状 

(2)本市のスタジアム整備費負担能力について 

  ①本市の財政が「厳しい」と評価する理由 

  ②将来への投資の自由度の指標の一つである経常収支比率について 

ア．経常収支比率とは 

イ．令和５年度決算における経常収支比率と中核市比較 

ウ．同数値の過去 20年の推移（５年おきの平均値）と将来見通し 

エ．同数値がさらに悪化した場合に必要となる財政的対応 

  ③本市の整備費負担上限額の試算はあるのか 

(3)今後の対応について（市長見解） 

①本市のスタジアム整備費負担能力を速やかに把握すべき 

  ②本市の整備費負担能力を立脚点として「オール鹿児島」での財源確保の枠組みづくりを 

 

２ 介護現場の生産性向上支援について 

(1)介護現場における生産性向上とは（国の考え方） 

(2)介護現場における生産性向上を全国に普及するための国の動きについて 

①介護現場革新会議の概要と同会議が取りまとめた基本方針の内容 

②モデル自治体によるパイロット事業の概要 

  ③介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン（自治体向け）の概要 

  ④同ガイドラインに示される自治体の役割 

(3)自治体の役割に基づく本県の取組状況について 

①地方版介護現場革新会議の開催 

②地域のモデル施設・事業所の育成 

③介護業界の魅力発信 

(4)国の動き、県の取組を踏まえた本市の取組状況（県との連携状況を含む） 

(5)介護現場の生産性向上と密接に関係する介護情報基盤への対応状況等について 

  ①介護情報基盤について 

ア．概要 

イ．本市の対応状況 

ウ．今後のスケジュール 

②介護情報基盤において運用されるケアプランデータ連携システムについて 

ア．概要 

イ．利用促進のため国が自治体に出した通知内容及びフリーパスキャンペーンの概要 

   ウ．本県・本市の介護施設・事業所における導入状況 

エ．国の通知への本市の対応状況 

(6)本市の役割を全うするための今後の取組方針 
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３ 松元地域の茶の振興対策について 

 (1)松元地域の茶の生産状況等について 

  ①生産量・生産額の推移（平成 26年、令和元年、６年）と増減理由 

  ②栽培農家戸数、茶工場数、栽培面積、１戸当たり栽培面積の推移（平成 26年、令和元年、６年） 

③直近の認定農業者の平均所得 

 (2)これまでの国・県・本市の各種振興対策の概要・成果・課題（有機てん茶支援を除く） 

(3)国・県・本市の有機てん茶支援の概要・成果・課題 

 (4)今後の振興対策の方向性 

 

４ 原子力防災について 

(1)原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討と本市の対応について 

  ①屋内退避の目的及び効果 

  ②国の屋内退避の運用に関する検討について 

ア．これまでの屋内退避の運用に関する課題 

イ．今回の検討事項と検討結果 

ウ．今後の国の対応 

エ．国の意見照会に対する本市の意見内容 

  ③本市の対応について 

   ア．検討結果が本市の原子力災害対策に及ぼす影響分析（計画、訓練、事前対策の観点から） 

   イ．原子力災害対策事業費補助金を活用した本市事業（令和６年度補正予算）との関係について 

ａ．同事業の概要（目的・予算額・事業内容等） 

ｂ．同事業で整備予定の備蓄物資の屋内退避時における活用方法 

ｃ．今後の同補助金の活用方針（国の意見照会に対する本市意見との関係を含め） 

 (2)郡山地域（特にＵＰＺ）の住民に対する直接的な支援の充実について 

  ①電源立地地域対策補助金（平成 27年度～令和６年度）について 

ア．概要（背景、目的、交付対象等） 

イ．過去５年間の本市への交付総額と活用事業及びそのうち郡山地域に関する事業 

  ②原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金（７年度～12年度）について 

ア．概要（背景、目的、交付対象等） 

イ．活用予定事業及びそのうち郡山地域に関する事業 

   ウ．同交付金の活用方法の再検討を（市長見解） 


